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学生が学則に示されている日本大学の目的及び使命に沿って，心身共に健全な学生生活を送る上で，
より一層効果をあげるための協議機関として「学生生活委員会」が組織され，事務局（本館１階）に
はその実務を担当する「学生課」が設けられており，学生生活についての相談をいつでも受け付けて
います。また，クラスごとに担当教員が任命されているので，各自は担当教員の指導を受け，相談が
あれば気軽に尋ねてコミュニケーションを密にしてください。

①　学生相談室
入学してから卒業まで学生生活を送っていく中で，いろいろな問題に遭遇することがあるかもし

れません。たとえば，それは修学上のことであるかもしれませんし，あるいは，自分の性格のこと
や広く人生上の問題，対人関係であるとか，家庭・就職の問題であるかもしれません。様々な問題
を含めて，自分一人では対処しきれないことに直面したときや誰かに話を聞いて欲しいときには，
大学はいろいろな形で相談に応じています。学生相談室もそのひとつです。専門のカウンセラーが
悩みや問題についてどう対処したらいいかなど一緒に考えていきます。プライバシーは固く守られ
ますので，安心して利用してください。悩みが深くなる前に，早い時期に気軽に学生相談室に足を
運んでみてください。
◇　学生相談室は本館 2 階

◆　開室時間……月曜日〜金曜日（10：00〜17：00）
◆　電話による申し込みも受け付けています。
◆　日本大学本部から専門カウンセラーが派遣され，相談を行っています。

工学部学生相談室			   ＴＥＬ　０２４－９５６－８６５１（直通）
日本大学本部　学生相談センター	 ＴＥＬ　０３－５２７５－８２３８

②　日本大学人権侵害防止委員会
日本大学では，セクシャルハラスメント等の人権侵害のない快適な教育環境を守るために人権侵

害防止委員会を設けています。受付窓口は，問題解決への入り口です。具体的な相談は，人権救済
委員会所属の人権アドバイザーが担当しますので，受付担当窓口で詳しいお話を聞くことはありま
せん。受付担当者に「人権アドバイザーに相談したい」と伝えてください。

※受付窓口は，パンフレット（本館 1 階学生課に常備）を参照してください。
　　　　人権相談オフィス　03-3221-2562（日本大学会館第二別館３階）

③　保健室
授業中や課外活動でのケガや体調不良などの応急処置，また，健康相談も行っておりますので気

軽にご利用ください。
◇　保健室は本館２階　◇

　開室時間……月曜日〜金曜日（平日）　９：00 〜 17：00
　　　　　　　土曜日　　　　　　　 　９：00 〜 13：00

◆　健康診断　毎年４月に定期健康診断を行います。（④−⑴）
◆　応急手当　体調不良やケガなどの応急手当が受けられます。

１　学生生活について
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◆　病院案内　症状に該当する医療機関を案内いたします。
◆　健康相談　健康面で気になることがあれば，ご相談ください。また，校医による健康相談
　　　　　　　も行っています。（④−⑵）
◆　救急箱の　団体活動を行う際に必要な場合，救急箱の貸し出しをします。
　　貸し出し　（申し込みは学生課です）

④　健康管理
学生の健康管理のために次に示す行事並びに制度があります。

⑴　健康診断
ア　定期健康診断は，学校保健安全法に基づいて，毎年４月に実施しています。健康診断は，皆

様の病気の予防や早期発見，健康増進のためにとても大切です。必ず受診してください。
イ　定期健康診断を受けていない場合は，就職活動，介護等体験，スポーツ大会等で「健康診断

証明書」が必要となった場合に発行できません。
ウ　定期健康診断を受けられなかった学生は，保健室に相談してください。

⑵　校医による健康相談
校医が専門的な立場から健康相談に応じます。また，治療が必要とされる学生には，病院等を

案内します。
◆　期　日　平常の授業期間及び試験期間中の水曜日（毎週）です。
◆　時　間　14：00 〜 16：00
◆　場　所　保健室　　詳細については，保健室に問い合わせてください。
◆　連絡先　０２４−９５６−８６４９

⑶　学生の傷害事故に関する給付金制度
ア　この制度は，本大学大学院・学部・通信教育部・専攻科・短期大学部及び専門学校に在籍す

る学生の正課・課外教育中又は課外活動中等に発生した傷害及び死亡事故等に対する給付金制
度です。

イ　この制度による給付金は，次に掲げる事故に対して給付されます。
ａ　正課教育中の事故
ｂ　大学が主催する行事実施中の事故
ｃ　学科，クラス，ゼミナール等が，あらかじめ所定の手続きにより届出をして行った課外教

育中の事故
ｄ　正式に団体届をした団体が，あらかじめ所定の手続きにより届出をして行った課外活動中

に発生した事故
ｅ　その他前各項に準ずる事故

ウ　上記に該当する事故が発生した場合，速やかに学生課で事故報告及び治療費給付金申請の手
続きをしてください。

なお，上記に該当する事故の場合，次項で説明する「工学部学生医療割引制度」は適用しま
せんので注意してください。

⑷　日本大学工学部学生医療割引制度
ア　この制度は日本大学工学部の全学生に適用されるもので，在学中に発生した疾病について一

定額の補助を行い，できるだけ経済的負担を軽くして学業達成のための障害を取り除くことを
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目的とした制度です。
イ　契約病院について

工学部学生の診療を依頼するために，一般財団法人太田綜合病院（太田西ノ内病院，太田熱
海病院）及び社会医療法人あさかホスピタル（あさかホスピタル，さくまメンタルクリニック）
と，この制度を適用するための契約を結んでいます。これらの医療機関以外での受診にはこの
制度は適用されません。

【一般財団法人　太田綜合病院】

病 院 名 住 所 連 絡 先

太 田 西 ノ 内 病 院 郡山市西ノ内２−５−20 024−925−1188

太 田 熱 海 病 院 郡山市熱海町熱海５−240 024−984−0088

【社会医療法人　あさかホスピタル】

病 院 名 住 所 連 絡 先

あ さ か ホ ス ピ タ ル 郡山市安積町笹川字経坦45 024−945−1701

さくまメンタルクリニック 郡山市中町７−16　安積野ビル３階 024−932−5007

ウ　割引の内容について
医療費の割引は，同一疾病について診療期間 3 ヵ月を限度とし，診療に要した費用（保険

外診療費及び入院時の食事療養費自己負担分を除く）の30％を学校及び病院が負担します。

なお，それぞれの加入している健康保険の高額療養費と家族医療費付加金の給付が適用される
場合にはその時点で割引は打ち切りとなります。皆さんの場合は，国で定められた医療保険
から70％の給付が受けられるはずですので，医療保険と本学の医療割引制度とを併用すれば，
通院の場合は自己負担分はかからないことになります。　

エ　受診の方法
　診療を受けるには，学生証及び保

※

険証を病院窓口に提示して病院が定めた手続きに従ってく
ださい。
※自宅外通学者の保険証について…下宿，アパート等家族と別居している学生が診療を受ける
際，本人の保険証または，家族の加入している保険を遠隔地で利用することができる遠隔地被
保険者証が必要です。遠隔地被保険者証の申請方法は，家族が加入している健康保険組合に問
い合わせてください。

また，契約病院以外で診療を受ける際にも保険証が必要となるので，早急に所持することを
すすめます。

保険適用範囲 自己負担

一 般 医 療 保 険
国 民 健 康 保 険

工 学 部
医 療 割 引

＋
（保険外診療費及び
 入院時の食事療養費自己負担分）

70％ 30％← → ← →
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オ　その他
ａ　救急の場合，学生証のない場合には原則としてこの制度は適用されず，医療費の全額また

は，一定額を支払うことになります。ただし，やむを得ない事情であれば，後日，学生課に
届け出たうえで割引制度が適用されることもあります。

ｂ　この制度は健康診断及び交通事故等による傷害には適用されません。
ｃ　この制度について，不明な点は学生課に問い合わせてください。

⑸　日本大学学生生徒等総合保障制度（任意加入）
この制度は，大学在学中に起こり得る様々な事故や不測の事態から学生を救済するため , ㈱日

本大学事業部と保険会社が共同で企画し，日本大学の規模を最大限に生かした割安な保険制度で
す。学生の福利厚生のため，正課中だけではなく日常生活を含めた学生生活の全般をカバーする
もので，学内外を問わず 24 時間直面する事故や災害等に対して総合的に補償します。

【主な補償内容】

補 償 制 度 補 償 内 容

学生本人のケガの補償 学生本人が不慮の事故で，入院・通院・手術・後遺障害・亡くなられ
たときの補償

育英費用・学資費用 扶養者の方が，ケガにより死亡されたり重度後遺障害の状態になられ
たときの育英費用や学資費用の補償

賠 償 責 任 学生およびご家族の方が万一，他人にケガをさせたり，他人の物を壊
してしまい，法律上の賠償責任を負ったとき

救 援 者 費 用 学生自身が万が一事故に遭い，捜索費用や救援者にかかる費用が発生
したとき

借 家 人 賠 償 責 任 下宿やアパートで偶然な事故により損壊し，貸主に対して法律上の損
害賠償責任を負ったとき

生 活 用 動 産 補 償 下宿やアパートの生活用品・身の回り品が火災や盗難などにあって被
害を受けたとき

※詳細については，「日本大学学生生徒等総合保障制度のご案内」を参照してください。

⑹　日本大学校友会準会員診療費助成制度
校友会準会員になると，日本大学指定の付属病院等での診療費の助成を受けることができます。

受診の際には病院の診療手続きによって受診し，診療後，本学所定の申請書に病院の領収書を添
えて学生課に提出してください。なお，詳細については，学生課に問い合わせてください。

【本制度の指定病院】

病 院 名 住 所 連 絡 先

日 本 大 学 医 学 部 付 属 板 橋 病 院 東京都板橋区大谷口上町30−１ 03−3972−8111

日 本 大 学 病 院 東京都千代田区神田駿河台１−８−13 03−3293−1711

日 本 大 学 歯 学 部 付 属 歯 科 病 院 東京都千代田区神田駿河台１−８−13 03−3219−8080
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病 院 名 住 所 連 絡 先

日 本 大 学 松 戸 歯 学 部 付 属 病 院 千葉県松戸市栄町西２−870−１ 047−360−9521

寿 泉 堂 綜 合 病 院 福島県郡山市駅前１−１−17 024−932−6363

星 総 合 病 院 福島県郡山市向河原町159−１ 024−983−5511

日本大学歯学部三島歯科医療センター 静岡県三島市文教町１−９−18 055−980−1991

志 仁 会　 三 島 中 央 病 院 静岡県三島市緑町１−３ 055−971−4133

良 知 会　 共 立 習 志 野 台 病 院 千葉県船橋市習志野台４−13−16 047−466−3018

千 葉 県 済 生 会 習 志 野 病 院 千葉県習志野市泉町１−１−１ 047−473−1281

弘 仁 会 　 板 倉 病 院 千葉県船橋市本町２−10−１ 047−431−2662

同 友 会　 藤 沢 湘 南 台 病 院 神奈川県藤沢市高倉2345 0466−44−1451

⑤　厚生施設
⑴　日本大学郡山研修会館

本学部では，学生の教育・研究及び課外活動のための施設として郡山研修会館があり，無料で
セミナー室を利用することができます。

施 設 名 住 所 施 設 使 用 時 間

郡山研修会館 郡山市愛宕町２−22 セミナー室
（和室収容50名可，洋室収容100名可） 9：00〜21：00

日本大学には，他学部等にも厚生施設があります。詳しくは，「日本大学厚生施設案内」（学生
課窓口に常備）を参照してください。

⑵　厚生センター
厚生関係の一環として本学部内に購買部売店が設置され，文房具類等を市価より安く販売して

います。また，食堂は衛生的で安価な食事を提供しています。セルフサービスとなっていますの
で，マナーを守って利用してください。（113ページの厚生センター案内図参照）
ア　食堂・カフェテリア

名 称 メ ニ ュ ー 営 業 時 間

学 生 食 堂
（ハットＮＥ１階） 定食・ランチ・カレー・丼類・麺類他 平日　  8：30〜20：00

土曜　10：00〜14：30

カ フ ェ テ リ ア
（ハットＮＥ２階）

弁当・おにぎり・パン・コーヒー・
ソフトドリンク・ソフトクリーム他

平日　10：00〜17：00
土曜　10：00〜14：00


